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介護医療院 視察報告書

報告日）2023年 12 月 2日（土曜日）

報告者）金子未幸 PT

視察日時）2023年 11 月 29日（水曜日）15:40－16:45

視察施設）秀眉園 介護医療院 120床

報告内容

視察項目 結果 考察・良かった点

１ 居室の工夫している点

雰囲気

・後付けパーテーション固定と棚あり

→パーテーションの上方に明り取りの小さいすりガラ

スあるが暗い

→パーテーションが固定されており、移乗動作が大

変とのこと。千葉市の基準では固定が必要と指

摘を受けたとのこと。

・中央配管なし

→1階の診察室に酸素を管理している

・全ての居室前にアルコール設置

・居室前に名前あり

・居室内洗面所の横にパーテーションあり

→車椅子がギリギリ入る幅で暗い

・個室はトイレあるが、カーテンで仕切られているのみ

・パーテーションは稼働式にすることで、ストレッ

チャー等の大型の移動補助具を使う際に効

果的であると感じた

・パーテーションにすりガラスを設置しているが、

暗い雰囲気であった

・自治体の基準により、ケアのしにくさが発生す

ると感じた

２ 食堂の工夫している点

雰囲気

・季節を感じられる飾りつけが多かった

→CW主体で夜間帯に行っているとのこと

→工作が好きな職員や利用者様がおり、積極的に

行っているとのこと

・TV あり

・食堂自体はコンパクトで、椅子に乗り換える場合は

狭い

・エスペーロの場合は季節に合わせて飾ってい

るが、時期がすぎても飾っていることがあり統

一感は少ないと感じた

・椅子への乗り換えをするためには、広い空間

が必要であり、活動性の向上や褥瘡予防に

は不向きだと感じた

・

３ 浴室環境

※リフト等の福祉用具等

・入浴専属チームあり

→人員不足の場合は事務やＮＳ、リハが関わる

・寝台浴1台、個浴台（入浴用リフトあり 電動：浴

槽一体型）、大浴槽

・シャワーチェアー、シャワーキャリーあり

・1 階に浴室あり

・浴室前入口に「ゆ」とかかれた暖簾あり

・浴室前の暖簾は銭湯気分が味わえると感じ

た

・入浴用リフトは、浴槽の出入りの介助量が

少なく行えると感じた

４ リハビリ室の工夫している点

雰囲気

・通所リハと入所で時間を分けて利用

・通所リハ利用者は、リハビリ室で体温測定等を行って

いる

・雰囲気は平和台病院のリハビリ室に近い

５ リハビリ物品

※筋トレマシン、物療等

・平行棒、起立台、プラットホーム、階段、エルゴメータ

ー、レッグプレス、ステッパー、ニューステップ等

・マシンが多いように感じた

・突っ張り型手すりや置き型手すりがあると、
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視察施設）秀眉園 介護医療院

事前質問に対する回答 ※追記のみ記載

視察項目 結果 考察・良かった点

・突っ張り型縦手すりあり

→病棟で必要な方に使えるようになっている

介助が軽減する場合がある。ただし、使わな

い場合の保管場所やメンテナンスの問題が生

じると感じた

6 リハビリスタッフの一日の動き ・大まかな流れ：全体朝礼→各フロア申し送り→リハ

ビリ→終礼

・エスペーロと大差なし

7 利用者様の雰囲気

一日の過ごし方

※離床しているか

・車椅子の背面に名前シールを張り付けていた

・衣類はリースのため、全員が同じ服をきている

→衣類間違えやタンスから荷物があふれることがない

とのこと

・多くの方が離床されて活気がある

・U 字型歩行器使用し付き添いで歩行を行っている

利用者様がいた

・雰囲気はエスペーロに近い

・衣類は全員同じであり、生活の場としては違

和感があった

8 レクリエーション※どこで、どのよ

うなことを、介護度に応じて？

・おやつレク 月 1回

：フルーチェ・パフェづくり→ソースを選んでもらう

ブタメンづくり→お湯を注いでもらう

焼きそばづくりや、インド料理を味わう（インドの

留学生あり）

・棒体操：おやつ前に実施

・フラワーアレンジメントあり

・ゴシゴシ体操：TV に合わせて、手で体をさする

・園芸：園芸活動（ベランダのプランター）を行い、で

きた野菜を実際に試食する（園芸はリハビリ管

理で栄養科と相談）

・メダカ鑑賞

・園芸活動はベランダでできるので、エスペーロ

の入所でも行えると感じた

9 面会スペース 未聴取 ・なし

10 その他 ・エアーマットレスあり（エアドクター）

→自費で 4 カ月以上使用する可能性がある場合

は、購入をすすめている。購入後に使用しなくなっ

た場合は、寄付していただけることがある

・他のマットレスはフランスベッドの両面仕様のものを利

用

・トイレが男女別となっているが、どちらでも使用してい

い状態となっている

・エアーマットレスは介助量の軽減や業務量の

軽減を図るために必要と感じた

質問内容 回答

１ リハスタッフの人員数、常勤非常勤を含めた常勤換

算での人数

回答用紙参照
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全体を通じた感想

＜多床室＞

質問内容 回答

２ リハの算定項目 回答用紙参照

３ リハ訓練の実施時間 回答用紙参照

４ リハ訓練の内容 回答用紙参照

５ 言語聴覚療法は実施しているか。それぞれどのよう

な内容をどの職種が行っているか。

回答用紙参照

６ 集団コミュニケーション療法は実施しているか。それ

ぞれどのような内容をどの職種が行っているか。

回答用紙参照

７ 摂食機能療法は実施しているか。それぞれどのよう

な内容をどの職種が行っているか。

回答用紙参照

口腔ケアは NS 主体となり、CW も行う

訪問歯科から指導を受ける

８ 移乗介助にリフトを使用しているか。または、他の福

祉機器を導入しているか

回答用紙参照

トランスファーボードは背臥位のまま行えるタイプ

９ 入所者が使用する車椅子のうち、ティルト型車椅

子、またはリクライニング型車椅子などの特殊型車

椅子は何台用意しているか

回答用紙参照

ティルト型車椅子の使用頻度は少ない、介助量が多くなるとストレッチャーでの移動と

なる

普通型車椅子を使用している方がいるが、フットレストが外れないため介助のしにくさ

がある

理想像・よかった点・ESP で実施できること

・季節の飾り付けは統一されている印象があり、作成が好きなスタッフが積極的に行える時間的ゆとりがあるのかなと感じた

・中央配管がないため、急な状態変化があった際に対応できない可能性があると感じた。

・おやつレクに力をいれている印象があった。

・衣類がリースのため、生活の場という意味では違和感がある。メリハリのある生活を送るためには身だしなみにも気を付ける必要がある。

・食堂が狭く、椅子への乗り換えなど一人ひとりにあわせて変更するには使いにくさがあると感じた。
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＜個室＞ ＜廊下トイレ＞

＜浴室＞
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＜リハビリ室＞
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＜園芸ルーム＞

＜その他＞

以上
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